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材料試験管理システム操作マニュアル

材料試験管理システム利用全体の流れ

注意事項

※1：試験体の持込時に受付完了とさせていただきます。

※2：受付完了すると、支払いの有無にかかわらず試験を実施させていただきます。

※3：請求書は受付完了(持込)月の翌月初旬に登録先メールアドレスへ送付されます。

❶ ユーザー登録フォームにアクセスする

❷ 会社情報及び請求先情報を登録する

➌ 各種試験依頼フォームにアクセスする

❹ 試験を依頼する

Toyokumo kintoneApp認証

※4：受付のタイミングにより、試験結果の受取と請求書の受取の時期が前後することがありま
す。

❺ 受付番号発行メールを受信する（依頼内容を確認する）

建設技術センターにより試験実施※2

❻ 試験体を持ち込む※1

➐試験完了通知メールを受け取る※3

➑ 請求書をメールで受け取る→試験手数料の支払い※4
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１．ユーザー登録フォームにアクセスする

岡山県建設技術センターのホームページを開き、材料試験のページへ移動してください。

「材料試験の申込みはこちら」をクリックしてください。

「ユーザー登録はこちら」をクリックすると、ユーザー登録フォームへアクセスできます。
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２．会社情報及び請求先情報を登録する

（1）

新規登録画面が表示されますので、「新規登録」ボタンをクリックしてください。

（2） 利用内容にチェックを入れてください。（複数可）

※必要な試験だけにチェックをお願いします。

ユーザー登録フォームにアクセス後、下記画面が表示されますので、注意事項を閲覧し
てから必要事項を入力してください。

メールアドレスの形式でない場合、エラーになります。

お名前は個人の名前を入力してください。個々の試験依頼時には個別の担当者

名に変更することが可能です。
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２．会社情報及び請求先情報を登録する

（3） 請求先情報を入力します。最初に入力した依頼者情報と同じ会社で登録可能です。

依頼ごとに請求先が変わるお客様は、ユーザー登録時には自社情報を入力していただ
き、個々の試験依頼時に個別の請求先情報を入力することをおすすめします。

すべて入力できたら「確認」ボタ

ンを押してください。

確認画面に移動します。

メールアドレスの形式でない場合、エラーになります。
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２．会社情報及び請求先情報を登録する

（4） 確認画面が表示されます。

確認画面

4



材料試験管理システム操作マニュアル

２．会社情報及び請求先情報を登録する

（5） 完了画面です。同時に登録完了メールが届きますのでご確認ください。

自動返信メールです。本メールは大事に保存してください。

「Myページへ」ボタンからユー

ザー登録情報を確認･修正が可

能です。Myページは（６）。

「こちら」が各試験の依頼フォームへのリンク

になっています。こちらからもしくはセンター

ホームページの試験依頼URLから依頼フォー

ムへ移動してください。

「こちら」からMyページへ移動することがで

きます。Myページへのリンクは依頼者様共通

のURLがございませんので、このメールは大

事に保存してください。Myページは(6)。
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２．会社情報及び請求先情報を登録する

（6） 登録したユーザー情報（Myページ）です。

以上でユーザー登録は完了です。

「変更する」ボタンを押すことで、登録した情

報を変更することが出来ます。

変更時の画面はユーザー登録時と同じ画面

です。

ただし、メールアドレスは変更できませんので
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３．『Toyokumo kintoneApp認証』について

（1）

ユーザー登録時と同じメールアドレスを入力し、「送信」をクリックしてください。

各種試験依頼フォームにアクセスするために、｢Toyokumo kintoneApp認証｣(※1)でログ
インしてください。

メール本文の「こちら」をクリックす
ると、各種試験依頼フォームにアクセ
スできます。
ただし、下記Toyokumo kintoneApp認
証を通過する必要があります。

認証前(※2)は下記画面が表示されます。「メールアドレスでログイン」を選択してくださ
い。他の2つではログインできません。
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３．『Toyokumo kintoneApp認証』について

ログインしたとき、次の「ページ一覧」画面になることがあります。

このページは、Toyokumo kintoneApp認証を利用している全てのURLが掲載されます。岡
山県建設技術センター以外でも認証を利用している場合は、掲載されますのでセンター
のURLには頭に「岡山県建設技術センター」と付けています。
このページをブックマークすることで材料試験で必要なページへアクセスすることがで
き便利です。

入力したメールアドレス宛にメールが届きます。「Toyokumo kintoneApp認証にログイン」
をクリックしてください。

※2：以下の場合には認証が必要になります。
①初めてアクセスするとき
②前回認証から2週間が経過したとき
③上記①②にかかわらず、アクセスする端末を変更したとき

○○試験依頼フォーム：各試験を依頼する

ことができます。

○○試験受付内容確認：依頼した内容を

確認できます。

○○試験結果確認：試験の内容と結果が

確認できます。試験結果通知書のPDFファ

イルをダウンロードすることができます。

※ユーザー登録時にチェックを入れた試

験のみ表示されます。

※1：「Toyokumo kintoneApp認証」とは、センターが利

用しているシステムにアクセスするための認証機能で

す。この認証機能を使うことで、不特定多数からのアク

セスを制限したりまた、各ユーザーのデータをその

ユーザーのみが閲覧できるようにすることが可能で

す。
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４．試験を依頼する(5試験共通部分)

（1） 試験依頼フォームは2ページで構成されています。

1ページ目は各種試験共通で下記の画面が表示されます。

１

２

３
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４．試験を依頼する(5試験共通部分)

依頼者情報の画面です。ユーザー登録時の情報が自動的に載ります。

依頼者名以外を変更したい場合は、Myページから変更してください。

支払方法と請求先情報の画面です。ユーザー登録時の情報が自動的に載ります。

この画面を編集することで個々の依頼だけ請求先を変更することが可能です。ユー
ザー情報は変更されません。

依頼者名(個人名)は変えられますので、この依頼だけ担当者を変えたい場合等には変
更して依頼してください。ユーザー情報は変更されません。

１

２

「現金払い」を選択された方は、試験体

持込時にお支払いください。

試験体を宅配される方は必ず「請求書

払い」を選択してください。

※将来的には現金払いは廃止する予

定です。

10



材料試験管理システム操作マニュアル

４．試験を依頼する(5試験共通部分)

試験結果についての画面です。

上記 で1ページ目は終了です。
「次へ」ボタンを押して次ページへ進んでください。
2ページ目は試験の種類によって内容が異なります。

～

３

建設技術センターでは従来から要望があったため、試

験結果をデータで発行することとしました。ただし、紙

の原本が必要な場合もあるかと思いますので、その場

合はこちらの「試験結果通知書の原本」を「要」に変更

してください。さらに、次ページの「試験結果通知書発

行手数料」の件数を必ず1件以上にしてください。

試験結果の宛名欄は最初はユー

ザー情報の会社名になっています。

外の宛名に変更したい場合は、削除

して新しい宛名を入力してください。

ユーザー情報が変更されることは

ありません。

よろしければ、次のページに進みます。

１ ３
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５．試験を依頼する(骨材試験)

骨材試験の2ページ目は以下の画面です。

依頼試験項目を選択する画面です。

細骨材11種類、粗骨材12種類、岩石4種類の試験を選択することができます。

※件数を入力した後に「試験の分類」を変更すると変更前の件数が残ってしまいますの
でご注意ください。

※試験結果は1回の依頼で1通発行されますので、依頼する試験の件数は基本的に1か0
になるはずです。(岩石の圧縮以外)

試験の分類(細骨材･粗骨材･岩石)を

選択すると、依頼する試験項目が表示

されます。

マウス入力可能です。

キーボードで入力する際は半角でないと

入力できませんのでご注意ください。

試験単体で申し込む場合に必要な試

料の量です。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験の分類で「細骨材」を選んだときの試験項目画面です。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験の分類で「粗骨材」を選んだときの試験項目画面です。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験の分類で「岩石」を選んだときの試験項目画面です。

共通の項目です。

自動で計算されます。

1ページ目で「試験結果通知書の原本」を「要」にした

場合はここの件数を必ず1件以上入れてください。

「写真手数料」は試験結果と一緒に試験状況の写真を添付します。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験情報を入力する画面です。

試験の目的で「工事管理」を選択した場合

試験の目的で「販売用」もしくは「自社管理」を選択した場合
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験日は決まっている場合のみ入力し

てください。カレンダーから選択して入

力可能です。

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

確認画面

内容を確認して問題なけ

れば「完了」ボタンを押し

てください。

確認画面

18
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５．試験を依頼する(骨材試験)

完了ボタンを押すと以下の画面になります。

同時に自動送信メールが来ます。

続けて依頼する場合は、

このアイコンをクリックし

てください。

ページ一覧からも続けて

依頼したり、内容を確認

したりすることが可能で

す。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

自動送信メールです。

骨材試験受付内容確認画面

詳細画面

「ご確認用リンク」をクリックすると、依頼した内容を確認するペー

ジへ移動できます。

ページ一覧では「○○試験受付内容確認」からアクセスできます。

「詳細＞」を押すとそれぞれの詳細を見るこ

とが出来ます。

試料を持ち込んで受付完了になると試験依頼

書が発行されます。内容確認としてご使用く

ださい。

※依頼書は提出していただく必要はありませ

ん。

このメールを受け取ったら受付番号が発行さ

れていますので、試料に受付番号、会社名、試

料名称･測点等を記入してお持ちください。
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５．試験を依頼する(骨材試験)

試験が完了すると以下のようなメールが届きます。

21



材料試験管理システム操作マニュアル

６．試験を依頼する(土質試験)

土質試験の2ページ目は以下の画面です。

依頼試験項目を選択する画面です。

マウス入力可能です。

キーボードで入力する際は半角でな

いと入力できませんのでご注意くだ

さい。

試験単体で申し込む場合に必要な試

料の量です。
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６．試験を依頼する(土質試験)

試験項目選択画面の続きです。

※試験結果は1回の依頼で1通発行されますので、依頼する試験の件数は一軸圧縮試験
以外は基本的に1か0になるはずです。

1ページ目で「試験結果通知書の原本」を「要」にした

場合はここの件数を必ず1件以上入れてください。

「写真手数料」は試験結果と一緒に試験状況の写真を添付します。

自動で計算されます。

一軸圧縮試験を依頼する場合は、試験の本数を入力し

てください。ただし、1回の依頼で1通の試験結果が発

行されますので、試験日・工事・測点が違う場合は依頼

を分けてください。
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６．試験を依頼する(土質試験)

試験情報を入力する画面です。

試験の目的で「工事管理」を選択した場合

試験の目的で「販売用」もしくは「自社管理」を選択した場合

「試験の目的」を選択すると入力項

目が表示されます。

①工事管理：工事名称･工事場所

②販売用：産地
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６．試験を依頼する(土質試験)

試験情報入力画面の続きです。

試験日は決まっている場合のみ入力し

てください。カレンダーから選択して入

力可能です。

土の一軸圧縮試験の場合のみ入力してください。「材齢」は「試験

日」と「製作･打設日」から自動で計算されます。

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。
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６．試験を依頼する(土質試験)

確認画面

確認画面

内容を確認して問題なけ

れば「完了」ボタンを押し

てください。
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６．試験を依頼する(土質試験)

完了ボタンを押すと以下の画面になります。

同時に自動送信メールが来ます。

続けて依頼する場合は、

このアイコンをクリックし

てください。

ページ一覧からも続けて

依頼したり、内容を確認し

たりすることが可能です。
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７．試験を依頼する(コンクリート試験)

コンクリート試験の2ページ目は以下の画面です。

試験の種類を選択すると、種類に応じた試

験項目と試験情報が表示されます。詳細に

ついては、P29にあります。

マウス入力可能です。

キーボードで入力する際は半角でな

いと入力できませんのでご注意くだ

さい。

「写真手数料」は試験結果と一緒に試験状況の写真を添付します。

自動で計算されます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

選択する試験の種類によって以下の試験項目が表示されます。

コンクリート圧縮強度試験φ100(125)㎜＆モルタル･セメントミルク圧縮強度試験φ50㎜

コンクリート曲げ･割裂強度試験

コア供試体の試験

角柱□40㎜の曲げ･圧縮強度試験

試験は1回の依頼で1通の試験結果が発行されますので、工事や

試験日が違う場合は依頼を分けてください。基本的には1回あた

り3件か4件になるはずです。

切断や研磨面の数によらず1本あたりの金額です。

中性化深さ試験には1件につき写真が1枚付いています。

曲げ試験3回と圧縮試験6回行います。曲げ試験だけの場合や圧縮試験

だけの場合でも試験手数料は変わりません。
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

選択する試験の種類によって以下の試験情報が表示されます。

コンクリート圧縮強度試験φ100(125)㎜

【選択肢】

普通･高強度･軽量1種･軽量2種･舗装･その他

【選択肢】

20･40･その他

【選択肢】

N･H･BB･その他

【選択肢】

標準養生･現場水中養生･現場空中養生･現場封かん養生･その他
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

コンクリート圧縮強度試験φ100(125)㎜

自動で計算されます。

【選択肢】

直径100×高さ200㎜･直径50×高さ100㎜･直径125×高さ250

㎜･ボス供試体短辺100×100×長辺200㎜･曲げ□幅150×高さ

150×長さ530㎜･□40×40×160㎜･その他

上記以外で試験結果に載せたい事項を記入してください。

供試体1本ごとに番号や測点がある場合は、記入してください。

これ以降は共通部分です。（後述）
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

モルタル･セメントミルク圧縮強度試験φ50㎜

【選択肢】

直径100×高さ200㎜･直径50×高さ100㎜･直径125×高さ250

㎜･ボス供試体短辺100×100×長辺200㎜･曲げ□幅150×高さ

150×長さ530㎜･□40×40×160㎜･その他

上記以外で試験結果に載せたい事項を記入してください。

【選択肢】

水中養生(20℃)･水中養生･空中養生･封かん養生･その他

自動で計算されます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

モルタル･セメントミルク圧縮強度試験φ50㎜

【選択肢】

JSCE-G521･その他

供試体1本ごとに番号や測点がある場合は、記入してください。

これ以降は共通部分です。（後述）
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

コンクリート曲げ･割裂強度試験

【選択肢】

普通･高強度･軽量1種･軽量2種･舗装･その他

【選択肢】

20･40･その他

【選択肢】

N･H･BB･その他

【選択肢】

標準養生･現場水中養生･現場空中養生･現場封かん養生･その他
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

コンクリート曲げ･割裂強度試験

【選択肢】

直径100×高さ200㎜･直径50×高さ100㎜･直径125×高さ250

㎜･ボス供試体短辺100×100×長辺200㎜･曲げ□幅150×高さ

150×長さ530㎜･□40×40×160㎜･その他

上記以外で試験結果に載せたい事項を記入してください。

供試体1本ごとに番号や測点がある場合は、記入してください。

自動で計算されます。

これ以降は共通部分です。（後述）
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

コア供試体の試験

記入例

1本ごとの番号や測点がある場合は、記入してください。

これ以降は共通部分です。（後述）
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

角柱□40㎜の曲げ･圧縮強度試験

【選択肢】

水中養生(20℃)･水中養生･空中養生･封かん養生･その他

自動で計算されます。

【選択肢】

□40×40×160㎜を選んでください。

材質により試験方法が異なりますので必ず入力してください。

【選択肢】

ポリマーセメントモルタル･セメントミルク･エアモルタル･その他

上記以外で試験結果に載せたい事項を記入してください。

これ以降は共通部分です。（後述）
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

試験の種類によらない共通部分

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

確認画面

入力した内容で問題なけれ

ば「完了」ボタンを押してく

ださい。

確認画面
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材料試験管理システム操作マニュアル

７．試験を依頼する(コンクリート試験)

完了ボタンを押すと以下の画面になります。

同時に自動送信メールが来ます。

続けて依頼する場合は、

このアイコンをクリックし

てください。

ページ一覧からも続けて

依頼したり、内容を確認

したりすることが可能で

す。
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材料試験管理システム操作マニュアル

８．試験を依頼する(鋼材試験)

鋼材試験の2ページ目は以下の画面です。

依頼試験項目を選択する画面です。

マウス入力可能です。

キーボードで入力する際は半角でない

と入力できませんのでご注意ください。

1ページ目で「試験結果通知書の原本」を「要」にした場

合はここの件数を必ず1件以上入れてください。

「写真手数料」は試験結果と一緒に試験状況の写真を添付します。

自動で計算されます。

以前は1つの試験結果に複数の種類

や太さの試験結果を掲載していまし

たが、今後は1つの試験結果に1つの

種類しを掲載しますので、依頼を分け

てください。
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材料試験管理システム操作マニュアル

８．試験を依頼する(鋼材試験)

1回の依頼で1種類の

み入力できます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

８．試験を依頼する(鋼材試験)

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

８．試験を依頼する(鋼材試験)

確認画面

入力した内容で問題なけれ

ば「完了」ボタンを押してく

ださい。
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材料試験管理システム操作マニュアル

８．試験を依頼する(鋼材試験)

完了ボタンを押すと以下の画面になります。

同時に自動送信メールが来ます。

続けて依頼する場合は、

このアイコンをクリックし

てください。

ページ一覧からも続けて

依頼したり、内容を確認

したりが可能です。
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材料試験管理システム操作マニュアル

９．試験を依頼する(アスファルト試験)

アスファルト試験の2ページ目は以下の画面です。

依頼試験項目を選択する画面です。

マウス入力可能です。

キーボードで入力する際は半角でない

と入力できませんのでご注意ください。

1ページ目で「試験結果通知書の原本」を「要」にした場

合はここの件数を必ず1件以上入れてください。

「写真手数料」は試験結果と一緒に試験状況の写真を添付します。

自動で計算されます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

９．試験を依頼する(アスファルト試験)

半角でないと入力できませんのでご注意ください。

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。

必ず選択してください。

選択肢にないものは「その他」を選択すると直接入力

できるようになります。
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材料試験管理システム操作マニュアル

９．試験を依頼する(アスファルト試験)

確認画面

入力した内容で問題なけれ

ば「完了」ボタンを押してく

ださい。
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材料試験管理システム操作マニュアル

９．試験を依頼する(アスファルト試験)

完了ボタンを押すと以下の画面になります。

同時に自動送信メールが来ます。

続けて依頼する場合は、

このアイコンをクリックし

てください。

ページ一覧からも続けて

依頼したり、内容を確認し

たりが可能です。
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材料試験管理システム操作マニュアル

10．受付番号発行メールを受信する･内容を確認する

依頼を完了すると受付番号発行メールが来ます。

供試体に必要事項を記入してセンターへお持ちください。

試験受付内容確認画面(一覧)

詳細画面

「ご確認用リンク」をクリックすると、依頼し

た内容を確認するページへ移動できます。

ページ一覧では「○○試験受付内容確

認」からアクセスできます。

「詳細＞」を押すとそれぞれの詳細を見るこ

とができます。

ｃ

試料を持ち込んで受付完了になると試験依

頼書が発行されます。内容確認としてご使用

ください。

※依頼書は提出していただく必要はありませ

ん。

このメールを受け取ったら受付番号が発行

されていますので、試料に必要事項(試験

分類によって異なります。)を記入してお持

ちください。
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材料試験管理システム操作マニュアル

11．試験完了通知メールを受信する･試験結果を確認する

試験が完了すると完了通知メールが来ます。

メールに記載のリンクから試験結果を確認することが出来ます。

試験結果確認画面(一覧)

詳細画面

ｃ
このURLをクリックすると試験結果を確認でき

ます。以下に画面を表示します。

「詳細＞」を押すとそれぞれの詳細を見るこ

とが出来ます。

ｃ
試験結果のPDFファイルがダウンロードできま

すのでこちらをクリックしてください。
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材料試験管理システム操作マニュアル

12．請求書を受け取る

請求書の受取

試験の依頼後、受付が完了した翌月の初旬に請求書をメールで送付いたします。

以下に請求書の例を表示します。

請求書は依頼された数量によりページ数が異なります。

支払期限は受付完了日の翌月末です。

受付が完了した時点で、順次試験を行っていきますので、支払前でも試験は実施させて

いただきます。

1ページ目 2ページ目

ｃ

リンクをクリックすると請求書をダウンロード

することが可能です。
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材料試験管理システム操作マニュアル

13．試験結果の訂正及び試験依頼の取り下げ

試験結果を訂正及び試験依頼の取り下げには、訂正･取り下げ依頼フォームを利用します。

フォームは当センターのホームページ【材料試験の申込みはこちら】→【訂正・取り下げ・再発行依頼はこちら】をクリック。

依頼する内容が訂正の場合の画面

試験結果が発行される前の訂正には手数料は発生しません。

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。

例）工事名称：○○建設工事→○○建築工事

打設･採取日：5月20日→5月21日

試料名称：M-30→M-40
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材料試験管理システム操作マニュアル

13．試験結果の訂正及び試験依頼の取り下げ

取り下げを選択した場合の画面

入力が完了しましたら、「確認」ボタン

を押してください。確認画面に移動し

ます。
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材料試験管理システム操作マニュアル

13．試験結果の訂正及び試験依頼の取り下げ

確認画面

完了すると以下の画面になります。

確認画面

入力した内容で問題なけれ

ば「完了」ボタンを押してく

ださい。

引き続き訂正を依頼される

場合は、こちらのアイコンを

クリックしてください。
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